
 

あるじのいなくなった家 

 
これまで大切な人の暮らしがあったのに 
その日を過ぎた夜から明かりがなくなった 
近頃は病院で亡くなる人が多い中で 
最後までその家守り一人旅立った 
 
それほど苦しんでいた様子もなくて 
まるで蝋燭の火が消えてしまうように 
 
愛してたパートナーに 
今頃やっと会えただろうか 
親しかった多くの人たち 
今頃やっと会えただろうか 
 
 
全く元気でそんな気配ひとつなくて 
覚悟もできないままに突然の知らせ 
自分もたまたま退院したばかりの時に 
最後まで見届けてくれて一人旅立った 
 
その朝会った人にも丁寧な応対 
誰がこんなことを想像しただろうか 
 
愛してたパートナーに 
今頃やっと会えただろうか 
親しかった多くの人たち 
今頃やっと会えただろうか 
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